
産官学連携活動（2011年度）

　1．地域に根ざした生涯学習等に関する産官学連携事業

■ これまでの活動の経緯の要約

（官学連携例１）上尾市教育委員会・さいたま市教育委員会の共催「公開講座」は平成 23年度 4講座

開講。地域住民、のべ 186 名受講。

（官学連携例２）埼玉県福祉部と本学との協定による高齢者対象とする授業科目の開放は、23年度

も実施。受講者 89名。

（官学連携例３）さいたま市教育委員会と本学との協定により、平成 22年度より「教員を目指す学生

による学習活動支援」を開始。本学学生をさいたま市立小学校に派遣。23 年度の派遣学生はアシス

タントティーチャーとして 11名、チャレンジスクールに 2名。

■ 成果事例における雇用・経済効果、社会的意義等のインパクト

地域住民への生涯学習の動機づけ、地元小学校との連携、関係強化などの利点がある。もちろん、い

ずれの事例についても、本学学生が刺激を受け、その後の勉学の励みになっているという効果があ

る。

■ 産学連携のきっかけ

官学連携は、協定等がきっかけである。
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